
家族だけでは、いなくなった時間や状況、

服装など詳しいことが分かりません。

また、家族が来署などするまでに時間を要

する場合があります。

家族に連絡して、

警察に行ってもらおう

必ず、所在の確認をしましょう！

早めの対応が重要です。事故防止のために

は「多分」「だろう」は、禁物です。

施設のどこかにいるだろう

多分、大丈夫！

先に仕事を終わらせよう
他の職員にも確認してみよう

やっぱり、施設内にいない！

警察に届出

（来署、110番など）しよう

〇 いなくなった人の住所、名前、生年月日及びその家族の名前、連絡先など。

〇 いつ、いなくなったのか～最後に誰が、いつ、どこで所在を確認しているのか。

【↑時間経過によって、捜索の範囲が大きく違ってきます。↑】

〇 いなくなった人の身長、体格、服装、髪型、所持金、持病など。

〇 いなくなった人の写真はあるか。

【↑いなくなった人を探すためには、写真やその人の特徴が必要です。↑】

〇 認知症の有無。認知症の場合は、住所や名前が言えるかなど

届出の前に確認！

☑ 入所者の定期的な確認

☑ 職員間の情報共有

☑ 早めの対応


